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研究要旨 Th17 の可塑性(plasticity)が最近注目されている。しかし、関節リウマチの発症早期の病態におい

て不明である。今回、発症早期かつ未治療の関節リウマチ（rheumatoid arthritis, RA）の患者の末梢血にお

けるヘルパーT 細胞を Th17 細胞分画およびこの分画細胞のサイトカインの発現を解析した。早期 RA にお

いては IFN産生 Th17 細胞比が抗 CCP 抗体値と関連している可能性が示唆された。

 

A. 研究目的 

 Th17 の可塑性(plasticity)が最近注目されている。

今回、発症早期かつ未治療の関節リウマチ

（rheumatoid arthritis, RA）の患者の末梢血におけ

るヘルパーT 細胞を Th17 細胞分画およびこの分

画細胞のサイトカインの発現を解析する。 

 

B. 研究方法 

 当科受診の早期 RA5 例(罹病期間 6 ヶ月以下)、

罹病期間 24 ヶ月の未治療 RA１例（図では＊）お

よび変形性関節症(OA)8 例の末梢血におけるヘル

パーT 細胞を MACS 法により CD4+CD45RO+に分

離したのちフローサイトメトリー法により CCR6, 

CXCR3, CD161, IL-17, IFNγの発現を解析した。 

（倫理面への配慮） 

 東京女子医科大学倫理委員会にて臨床研究とし

て承認されている（承認番号 3178）。 

 

C. 研究結果 

 1)CCR6 および CXCR3 の発現で 4 分割した場

合、CCR6+CXCR3-分画に IL-17 産生細胞の約 80%

が 認 め ら れ た [Kruskal-Wallis, p=0.0014(RA), 

p=0.00017(OA)]（図１）。さらにこの分画の IL-17

産生細胞の約 80%は CD161+細胞であった。 

図１ CCR6, CXCR3 で分割した場合、IL‐17 産

生細胞の含まれる比率 

2)Th17 細胞(CCR6+CXCR3-)の memory Th 細胞に

対する比率および IL-17+Th17 細胞の memory Th

細胞に対する比率は RA と OA の間に統計学的有 

 

意差は認められなかった。 

3)IFNγ+Th17 細胞の memory Th 細胞に対する比

率は RA と OA の間に統計学的有意差は認められ

なかった。しかし、RA において OA よりも少な 

い傾向が認められた（図２）。 

図２ 

 

4) RAにおいてTh17細胞のmemory Th細胞に対す

る比率は、罹病期間でプロットすると罹病期間 3M

でピークを示す傾向が認められた。IFNγ+Th17

細胞の memory Th 細胞に対する比率は、罹病期間

と正の相関を示す傾向が認められた。 



5) RA の IFNγ+Th17 細胞の memory Th 細胞に対

する比率は血清抗 CCP 抗体値と負の相関を示し

た（Spearman test, p=0.025）（図３）。 

 

図３ 

 
D. 考察 

 Th17 細胞に関して当研究班の分類法の妥当性

が示された。今回の我々の検討での、未治療早期

RA における、IFNγ+Th17 細胞の CD4+細胞に対

する比率の低値傾向および、抗 CCP 抗体値と有意

な負の相関から、IFNγ+Th17 細胞が滑膜に集積し

て滑膜炎に関与している可能性が示唆されるかも

しれない。今後さらに症例数を増やし検討する。 

 

E. 結論 

 Th17 細胞に関して当研究班の分類法の妥当性

が示された。早期 RA においては IFNγ産生 Th17

細胞比が抗 CCP 抗体値と関連している可能性が

示唆された。今後さらに症例数を増やし検討する。 
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